
ラベル表示（則第24条の14）
SDS交付 （則第24条の15）
リスクアセスメント実施 （法第28条の２）
一般的健康障害防止措置 （法第22条）
（有害原因の除去、ガス等の発散の抑制、保護具の備
付け等）

ラベル表示 （法第57条）
SDS交付 （法第57条の２）
リスクアセスメント実施
（法第57条の３）
※ラベル表示義務の拡大、リスクアセスメント実施義務化
は平成28年６月１日施行

製造禁止 （法第55条） ８物質

特別規則 120物質
（物質の特性に応じ、局排等の工学的対策、
保護具の使用、健康診断、作業環境測定等
の措置を事業者に義務付け）

新規化学物質の届出

重度の健康障害が生ずる
もの、十分な防止対策なし

重篤な健康障害が
生ずるおそれ、

特にリスクの高い業務あり

一定の危険・有害な物質
（産衛学会・ＡＣＧＩＨで
許容濃度の勧告あり等）

３・３’‐ジクロロ‐４・４’‐ジアミノジフェニルメタン（略称 ＭＯＣＡ）
に係る健康診断項目の見直し

石綿等

PCB等 製造許可 （法第56条） ７物質

約６万
物質

1

ＭＯＣＡ

危険有害性が確認されていない化学物質

特定化学物質（第２類物質）である「３・３’‐ジクロロ‐ ４・４’ ‐ジアミノジフェニルメタン」（略称 ＭＯＣＡ）に係る特殊
健康診断の項目に膀胱がん等尿路系腫瘍を予防・早期発見するための項目を追加する。

義務

努力
義務

640
物質

資料１－２



物質名
健康診断の
実施状況

用途の例 性状と有害性

３・３’‐ジクロロ‐４・４’ ‐
ジアミノジフェニルメタン
（略称 MOCA、MBOCA）

（平成27年）
実施事業場178
受診労働者数

2,024人

防水剤、床材や全
天候型舗装材など
に利用されるウレタ
ン樹脂の硬化剤

・ 無色の結晶又は淡茶色のペレット
・ 融点110℃、沸点378.9℃

・ IARC*１による発がん性分類 １（ヒトに対して発がん性がある）
・ 経皮吸収性がある

＊１ IARC：国際がん研究機関の略称。１以外の分類は、以下のとおり。
２A（おそらく発がん性がある）、２Ｂ（発がんの可能性がある）、３（発がん性について分類できない）、４（おそらく発がん性はない）

特定化学物質障害予防規則（特化則）に規定されている3・3’‐ジクロロ-4・4’-ジアミノジフェニルメタン（MOCA）の
健康診断について、MOCAの取扱い事業場における膀胱がん事案等を踏まえ、健康診断項目の見直しのための
検討を行った。

現行の特化則では、呼吸器系の障害（腫瘍等）、消化器系の障害、腎臓の障害等を予防・早期発見するための
項目を規定しているが、検討の結果、尿路系の障害（腫瘍等）を予防・早期発見するための項目を加えるべきと
された。（平成28年10月31日開催）

（参考）対象物質の性質等（参考）対象物質の性質等
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労働安全衛生法における特殊健康診断等に関する検討会の検討結果（概要）

○改正の趣旨・内容
3・3’-ジクロロ-4・4’-ジアミノジフェニルメタン（MOCA）に係る特殊健康診断の項目に、膀胱がん等尿路系腫瘍を
予防・早期発見するための項目（尿中の潜血検査、膀胱鏡検査等）を追加する。

○施行期日
平成29年４月１日施行（予定）

特定化学物質障害予防規則の改正案の概要


